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社会福祉法人釧路啓生会 

在宅サービス釧路昭和啓生園 

老 人 短 期 入 所 施 設 

 
 



釧路啓生会サービス提供の 

基本理念・基本方針 

 

サービス提供の基本理念 

 

  

当施設のサービスを利用する方々が、心身共に健やかに、その有 

する能力に応じた日常生活を営むことができるよう支援する。 

 

サービス提供の基本方針 

 

  

（イ）その人らしい生活を支える施設 

 

（ロ）利用者の安全と自由が守られる施設 

 

（ハ）ぬくもりの伝わる施設 

 

（二）介護に困っている方のお役にたてる施設 

 

（ホ）利用者・家族・地域に信頼される施設 
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１．事業者 
 

事業者の名称 社会福祉法人釧路啓生会 

法人所在地 北海道釧路市北園１丁目１番地２７号 

法人種別 社会福祉法人 

代表者名 理事長 中島 太郎 

電話番号 ０１５４－５５－５２５２ 

設立年月日 昭和４８年１２月２５日 

 

２．事業所の概要 

 

（１）ご利用施設 

施設の名称  在宅サービス釧路昭和啓生園老人短期入所施設 

種類  指定短期入所生活介護事業（併設・空床型） 

事業所指定番号  ０１７４１００１０７ 

施設の所在地  北海道釧路市昭和南 5丁目 23 番 1 号 

施設長名  小 倉  健 

電話番号  ０１５４－５１－５５４１ 

ＦＡＸ番号  ０１５４－５１－３１９３ 

開設年月日  平成 １１年 ８月 １日 

営業日  ３６５日 （年中無休） 

利用定員  ２０人 

 

 

（２）事業の目的と運営の方針 

事業の目的 

指定短期入所生活介護は、介護保険法令に従いご契約者（利用者）

がその有する能力に応じ可能な限り自立した日常生活を営む事が

出来るように支援する事を目的として、ご契約者に日常生活を営む為

に必要な居室及び共用施設などをご利用いただき、短期入所生活介護

サービスを提供します。 

運営の方針 

在宅サービス釧路昭和啓生園の老人短期入所施設（ショートステ

イ）は、ご利用される方々が安心して楽しく生活でき、また介護にご

苦労されているご家族の皆さんのお役に立てる施設として、緊急にご

利用の際もスピーディーにサービスの提供を致します。 

但し、満室の場合は他の施設をご紹介いたします。 

釧路昭和啓生園は、介護にご苦労されている皆様のお役に立つこと

を願って各種相談、介護支援事業を行っております。 

 

 



 

３．職員の配置状況 

≪職員の配置状況≫ 

 

従業者の職種 

 区    分  

配置数 常  勤 非常勤 指定基準 

 専従 兼務 専従 兼務  

管理者（施設長） １  １   １ 

医 師（嘱託） ２    ２  

機能訓練指導員 ６ １ ５   １ 

看護師 ８ １ ５  ２ ３ 

介護員  ６８  ５５  １３ 利用者３人に１人 

相談員 ３  ３   １ 

栄養士 ２  ２   管理栄養士１ 

事務員 ５  ５    

調理員 １３  ９  ４  

営 繕 １  １    

介護支援専門員 ２ １ １    

洗濯職員 ５  ２  ３  

 

 

≪サービス従事者の勤務体制≫ 

従業者の職種 勤 務 体 制 休 暇 

施 設 長 正規の勤務時間帯 9：00～18：00 常勤 ４週８休 

事 務 員     〃        〃 ４週８休 

相 談 員     〃                〃 ４週８休 

介 護 員 

早出  7：00～16：00   遅出 10：00～19：00 

４週８休 日勤 9：00～18：00  準夜 13：00～22：00 

深夜 22:00～ 7: 00 

看 護 師 
早出  7：00～16：00   遅出 10：00～19：00 ４週８休 

日勤  9：00～18：00  

機能訓練職員 正規の勤務時間帯 9：00～18：00 常勤 ４週８休 

栄 養 士     〃        〃 ４週８休 

医   師 週１日 1 日 2 時間  

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
４．事業所が提供するサービスと利用料金 
（１）提供するサービス 
①介護保険給付の対象となるサービス 

サービス種別 内      容 

１．食  事 

 当事業所では、管理栄養士が立てる献立表により、栄養並びにご

利用者の身体の状況及び嗜好を考慮し、普通食・粥食・きざみ食等

を提供いたします。 
 献立は、季節の食材に配慮し、祝祭日等行事食も取り入れバラエ

ティーに富んだお料理を心掛け、楽しく食事ができるよう工夫して

います。（食材料費は別途いただきます。） 
朝食 7：30～ 8：30 昼食 12：00～13：00 夕食 18：00～19：00 

＊基本的な食事時間を記載しましたが、実際には個々の生活リズム

あわせて食事をしていただけます。 

２．入 浴 

週２回ご利用いただけますが、それ以上ご希望の方には、ご要望

に応じます。また、身体状況により、各種浴槽（普通浴槽・特殊浴

槽）を用意しております。 
体調不良により入浴が困難な場合は、清拭にて対応いたします。

３．排泄 

排泄の自立を促すため、ご利用者の心身の状況に応じた援助を行

います。 
オムツ使用のご利用者には、排泄の自立を図るため、排泄間隔の

把握に努め、適時のオムツ交換に努めます。 

４．機能訓練 

理学療法士又は看護師により、ご利用者の心身などの状況に応じ

て、日常生活を送るのに必要な機能の回復又は減退を防止するため

の訓練を実施します。 

５．健康管理 

看護師により健康管理を行います。サービス利用中の医療につい

ては、かかりつけ医の診察を受けていただくことを基本とします。

６．送迎 
ご自宅から事業所までの送迎を行います。 

 

７．その他 
自立への支援 

① ご利用者の心身の状況応じ、家庭生活における生活習慣に配慮

しつつ、日常生活上の家事などを促すことにより、可能な限り

自立した日常生活を送れる様支援する。 
② ご利用者相互が社会的関係を築き、自律的な生活ができる様支

援する。 
③ ご利用者の嗜好に応じた、趣味・娯楽に係る活動の機会を提供

すると共に、これらの活動の支援をする。 
 

 
 
 



 
②介護保険給付の対象とならないサービス 

サービスの種別 内         容 

滞在費 
ご利用期間内の居住空間相当分（日額×利用日数）をいただき

ます。 
 

食費 ご利用期間内に提供する食費（食材料費＋調理費） 
 

通常の事業実施 
区域外への送迎 

通常の事業実施区域：釧路市「但し、音別町、阿寒町、阿寒湖

畔を除く」及び釧路町「但し、遠矢、別保、昆布森を除く」に

て、これ以外の区域。 

レクリェーション 
サークル活動など 

ご利用者の希望により、レクリヱーションやサークル活動に参

加していただくことができます。 
材料費・経費などは実費ですので、ご契約者にもご確認のうえ

事前に希望をとります。 

日常生活上必要とな

る諸費用の実費につ

いて 

日常生活品の購入代金等ご契約者の日常生活に要する費用で、

ご契約者に負担いただくことが適当であるものに係る費用を

負担いただきます。 

 
 
③その他施設の対応で行うサービス（無料） 

通院・入院時の 
送迎 

ご利用者の通院や入院の送迎は、基本的には家族対応となって

います。ただし、ご利用者の心身の状態、家族等の事情などを考

慮し、送迎が必要な場合は別途相談に応じます。 

洗濯 

 ご利用者の下着・衣類等の洗濯は、施設で行います。 
但し、ドライウールマーク・化繊 100 パーセントのものは対応で

きません。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（２）サービスの利用料金 
①介護保険給付対象のサービス料金 

 
〇短期入所生活介護費（併設型、1 割負担） 

 基 本 部 分 《算 定 項 目》 

介護度 介護単位 
（1 単位 10 円） 

機能訓練指

導体制加算

夜間職員 
配置加算 単位合計 

短期入所介護費 
利用者負担 

介
護
費
（
介
護
・
看
護
職
員
配
置
３
：
１
）

併
設
型
短
期
入
所
生
活 

要支援１ 451 単位 12 単位  463 単位 463 円 
要支援２ 561 単位 12 単位    573 単位 573 円 
要介護１ 603 単位 12 単位 13 単位 628 単位 628 円 
要介護２ 672 単位 12 単位 13 単位 697 単位 697 円 
要介護３ 745 単位 12 単位 13 単位 779 単位 779 円 
要介護４ 815 単位 12 単位 13 単位 840 単位 840 円 
要介護５ 884 単位 12 単位 13 単位 909 単位 909 円 

※サービス提供体制強化加算(Ⅰ)～22 単位か、サービス提供体制加算(Ⅱ)～18 単位

のいずれかを算定。 

 
〇短期入所生活介護費（併設型、2 割負担） 

 基 本 部 分 《算 定 項 目》 

介護度 介護単位 
（1 単位 10 円） 

機能訓練指

導体制加算

夜間職員 
配置加算 

単位合計 
短期入所介護費 
利用者負担 

介
護
費
（
介
護
・
看
護
職
員
配
置
３
：
１
）

併
設
型
短
期
入
所
生
活 

要支援１ 902 単位 24 単位  926 単位 926 円 
要支援２ 1,122 単位 24 単位    1,146 単位 1,146 円 
要介護１ 1,206 単位 24 単位 26 単位 1,256 単位 1,256 円 
要介護２ 1,344 単位 24 単位 26 単位 1,394 単位 1,394 円 
要介護３ 1,490 単位 24 単位 26 単位 1,540 単位 1,540 円 
要介護４ 1,612 単位 24 単位 26 単位 1,680 単位 1,680 円 
要介護５ 1,768 単位 24 単位 26 単位 1,818 単位 1,818 円 

※サービス提供体制強化加算(Ⅰ)～44 単位か、サービス提供体制加算(Ⅱ)～36 単位

のいずれかを算定。 

 
 
 
 
 
 
 



〇短期入所生活介護費（併設型、3 割負担） 
 基 本 部 分 《算 定 項 目》 

介護度 介護単位 
（1 単位 10 円） 

機能訓練指

導体制加算

夜間職員 
配置加算 

単位合計 
短期入所介護費 
利用者負担 

介
護
費
（
介
護
・
看
護
職
員
配
置
３
：
１
）

併
設
型
短
期
入
所
生
活 

要支援１ 1,353 単位 36 単位  1,389 単位 1,389 円 
要支援２ 1,683 単位 36 単位    1,719 単位 1,719 円 
要介護１ 1,809 単位 36 単位 39 単位 1,884 単位 1,884 円 
要介護２ 2,016 単位 36 単位 39 単位 2,091 単位 2,091 円 
要介護３ 2,235 単位 36 単位 39 単位 2,310 単位 2,310 円 
要介護４ 2,445 単位 36 単位 39 単位 2,520 単位 2,520 円 
要介護５ 2,652 単位 36 単位 39 単位 2,727 単位 2,727 円 

※サービス提供体制強化加算(Ⅰ)～66 単位か、サービス提供体制加算(Ⅱ)～54 単位

のいずれかを算定。 

〇各種サービス単価表（各介護度共通） 

加算種類 条  件 加算単位 加算金額 利用者負担額

送迎加算（片道） 送迎を行う場合 １８４単位 １，８４０円 １８４円

若年性認知症 利

用者受入加算（日） 

若年性認知症利用者を受

け入れ、本人やその家族

の希望を踏まえた介護サ

ービスを提供した場合 

１２０単位 １，２００円 １２０円

介護職員等処遇改

善加算（Ⅰ） ） 
介護職員等の確保、処遇改善の為の加算 

 
1 ヶ月の単位に

１４％を乗じる。 

生産性向上推進体

制加算（Ⅱ） 

利用者の安全や介護サービスの質向上、職員の負

担軽減のための委員会を開催し、安全対策を講じ

た上で生産性向上ガイドラインに基づく改善活動

を継続的に行っている事 

1月につき １０単位

 
②介護保険給付対象外サービス料金 

以下のサービスは、利用料金の全額がご契約者の負担になります｡ 

≪サービスの概要と利用料金≫ 

①滞在費 
この施設及び設備を利用し、滞在されるにあたりかかる費用です。 （単位 円／日） 

負 担 限 度 額 
基準費用額 

第1段階 第２段階 第３段階① 第３段階② 

 従来型個室 

３８０ ４８０ ８８０ ８８０ １，２３１ 

 多床室 

０ ４３０ ４３０ ４３０ ９１５ 

 



②食 費   
１食あたりの食費は、朝食３９５円、昼食５２５円、夕食５２５円となりますが、 

所得状況等によりご負担いただく１日の負担限度額は下表の通りとなっています。     

（単位 円／日） 

負 担 限 度 額 
基準費用額 

第１段階 第２段階 第３段階① 第３段階② 
３００ ６００ １，０００ １，３６０ １，４４５ 

〇その他 

サービスの種別 料     金 

レクリェーション 
サークル活動など 

ご利用者の希望により、レクリヱーションやサークル活動に参

加していただくことができます。 
材料費・経費などは実費ですので、ご契約者にもご確認のうえ

事前に希望をとります。 
 

日常生活上必要とな

る諸費用の実費 

日常生活用品の購入代金等、ご利用者の日常生活に要する費用

で、ご契約者に負担いただくことが適当であるものにかかる費

用を負担いただきます。※オムツ代は介護保険給付対象となっ

ていますので、負担の必要はありません。 

※ 課税状況により社会福祉法人の軽減制度の適用を受けられます。 
※ サービス提供体制強化加算につきましては、職員の配置状況等により、（Ⅰ）（Ⅱ）

どちらかの算定となります。 

※ 課税世帯の方で一定以上の所得のある方は本人負担額が「介護保険負担割合証」

を基に 2割、3割になります。 

 

（３）その他、利用料金について 
①ご利用者が要介護認定を受けていない場合には、サービス利用料金の全額 一旦お

支払いいただき、要介護度決定後、介護保険から自己負担額を除く金額が払い戻さ

れます。（償還払い）＊申請される場合には、｢サービス提供証明書（利用領収書）｣

を交付いたします。 
②介護保険からの給付額に変更があった場合、変更された額に合わせて契約の負担額

を変更します。 
③利用期間中に、ご利用者が受診された専門医療機関での医療費については、ご契約

者の支払いとなります。 

 
（４）利用の中止・変更・追加 

①利用予定期間の前に、ご契約者の都合により短期入所生活介護サービスの利用を中

止又は変更、もしくは新たなサービスの利用を追加することができます。この場合

にはサービスの実施日前日までに事業所に申し出てください。 
②利用予定日の前日までに申し出がなく、当日になって利用中止の申し出をされた場

合、当日の食材料費 1 食分相当(500 円)を、キャンセル料としてご負担いただきま

す。但し、前日までに申し出があった場合、キャンセル料は発生しません。 



③サービス利用の変更・追加の申し出に対して、事業所の稼動状況により契約者の希

望する期間にサービスの提供が出来ない場合、他の利用可能日時を契約者に提示し

て協議します。 
④契約者がサービスを利用している期間中でも、利用を中止することができます。そ

の場合、既に提供されたサービスに係る利用料金は、お支払いいただきます。 
  

 

（５）サービス利用料金の算出 

サービス利用料金(介護費+送迎費用) ＋ 食事代 ＋ 滞在費  ＝  個人負担金 

 

５．利用料金のお支払い 

 

   利用料・費用は、ご利用期間分を１ケ月毎に計算してご請求致します。 

  翌月２０日までに下記の方法によりお支払いください。 

 

      お支払い方法   ： 銀行口座の自動引落しでお願いします。 

                     ※ ただし、現在、みずほ銀行と秋田銀行の口座は利用で 

きませんので、ご了承願います。 

 

６．苦情の受け付けについて 

（１）当事業所における苦情受付 

      サービス利用者等が、苦情の申し出をしやすい環境を整えるため、苦情受付 

   担当者を下記のとおり配置しています。 

     苦情があった場合は、直ちに苦情受付担当者が内容・意向等を聞くとともに 

   サービス提供者からも事情を確認します。その上で内容等を精査し、苦情解決 

   責任者へ報告、または必要に応じて会議を開催し、速やかに対応方法を含めた 

   結果報告、関係者への連絡調整を行います。その際苦情に対する内容、経過、 

   対応記録を保管し再発防止に活用します。 

 

苦情受付窓口 総務課長 小笠原 徹 

受付方法 電話・郵便・苦情受付ボックス（特養・在宅玄関に設置） 

受付時刻 毎週 月曜日～金曜日  9：00～18：00 

電話番号 ０１５４－５１－５５４１ 

  ※   苦情等について、電話、郵便物又は玄関（特養、在宅）のカウンターにボ 

      ックスを設置しています。 

        

 

 



（２）行政機関その他苦情受け付け機関 

釧路市役所 

介護保険・所轄担当課 

所在地 釧路市黒金町７丁目５番地 

電話番号 ０１５４－２３－５１５１ 

ＦＡＸ ０１５４－３２－２００３ 

受付時間 ８：５０～１７：２０ 

釧路町役場 

介護保険・所轄担当課 

所在地 釧路町別保１丁目１番地 

電話番号 ０１５４－６２－２１１１ 

ＦＡＸ ０１５４－４０－５２４０ 

受付時間 ８：４５～１７：１５ 

北海道国民健康保健 

団体連合会 

所在地 札幌市中央区南２条西１４丁目 国保会館

電話番号 ０１１－２３１－５１６１ 

ＦＡＸ ０１１－２３１－５１７８ 

受付時間 ９：００～１７：００ 

 

７．高齢者虐待防止のための措置に関する 

事項について 

当事業所は、ご利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、次に掲げるとおり必 

要な措置を講じます。 

 

（１） 事業所としての措置 

① 高齢者虐待防止に関する委員会、担当者を以下のとおり選定しています。 

高齢者虐待防止に関する委員会 身体拘束廃止・虐待防止委員会 

高齢者虐待防止に関する担当者 施設サービス課長補佐：近藤 ゆかり 

② 成年後見制度の利用を支援します。 

③ 苦情解決体制を9項のとおり整備しています。 

④ 研修等を通じて、職員の人権意識の向上や知識・技術の向上に努めます。 

⑤ 個別支援計画の作成など適切な支援の実施に努めます。 

⑥ 職員が支援にあたっての悩みや苦労を相談できるよう配慮するほか、職員がご利用者

等の権利擁護に取り組めるように努めます。 

 

（２） 相談・通報先 

釧路市福祉部介護高齢者福祉課 

介護予防担当 

所在地 釧路市黒金町７丁目５番地 

電話番号 ０１５４－２３－５１８５ 

受付時間 ８：５０～１７：２０ 

釧路町健康福祉部介護高齢課 

地域包括支援係 

所在地 釧路郡釧路町東陽大通西１丁目１番１ 

電話番号 ０１５４－４０－５２１７ 

受付時間 ８：４５～１７：１５ 

北海道高齢者虐待防止・ 

相談支援センター 

所在地 
札幌市中央区北２条西７丁目 

かでる２．７ ２階 

電話番号 ０１１－２８１－０９２８ 

受付時間 ９：００～１７：００ 



 

８．サービス利用の留意事項 

   当事業所のご利用にあたって、サービスを利用されている利用者の快適性、安 

全性を確保するため、下記の事項をお守りください。 

（１）持ち込みについて 

利用にあたり、日常生活に必要なものは取り揃えておりますが、特別なものの 

持ち込みを希望される場合にはご相談ください。 

 

（２）施設・設備の使用上の注意 

① 居室及び共用施設、敷地はその本来の用途に従って利用して下さい。 

   故意に、又はわずかな注意をはらえば避けられたにも係わらず、施設、設備を 

壊したり、汚したりした場合には、ご契約者に自己負担により原状に復してい 

ただくか、又は相当の対価をお支払いいただく場合があります。 

② ご契約者にたいするサービスの実施及び安全衛生などの管理上必要がある  

と認められる場合には、ご契約者の居室に立ち入り、必要な措置をとることが

できるものとします。 

    但し、その場合ご本人のプライバシー等の保護について、充分な配慮をいた 

します。 

③ 当事業所の職員や他の利用者に対し、迷惑を及ぼすような宗教活動、政治活

動、営利活動を行うことはできません。 

 

（３）ハラスメント防止対策について 

①  事業所は職場におけるハラスメント防止に取り組み、職員が働きやすい環境

づくりを目指します。 

②  介護サービスの利用にあたってご留意いただきたい事項（職員に対する禁止

行為） 

・身体的暴力（身体的な力を使って危害を及ぼすまたは及ぼされそうになった 

行為） 

・精神的暴力（人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、おとしめた 

りする行為） 

・セクシャルハラスメント（意に添わない性的誘いかけ、好意的態度の要求等、 

性的ないやがらせ行為） 

 

（４）喫煙について 

施設内での喫煙は「改正健康増進法上」からもできません。 

 

 

 

 

 



９．事故発生時の対応 

① 当事業所において、サービス提供により事故が発生した場合は、利用者のご 

 家族、関係機関等に連絡を行うとともに、事故発生対応のマニュアルに基づき 

 必要な措置を講じます。 

② 事故の状況及び事故に際して採った処置について記録し、事故の原因を解明 

し、再発生を防ぐための対策を講じます。 

③ 事業者の責任により生じた損害については、事業者は速やかにその損害を賠 

 償いたします。 

    守秘義務に違反した場合も同様とします。ただし、その損害の発生について、

利用者の故意又は過失が認められる場合には、利用者の置かれた心身の状況を

斟酌して相当と認められる場合に限り、事業者の損害賠償責任を減じる場合が

あります。又、安全対策に関する委員会、担当者を以下のとおり選定しています。 

安全対策に関する委員会 安全対策委員会 

安全対策に関する担当者 施設サービス課長補佐: 近藤 ゆかり 

 

１０．緊急やむを得ず身体拘束を行う際の 

手続き 

  当事業所は、介護保険指定基準の身体拘束禁止規定により、サービス提供にあた 

っては、利用者等の生命又は身体を保護するため緊急やむをえない場合を除き身体 

拘束その他、利用者の行動を制限する行為は行いません。 

 ｢緊急やむを得ない場合｣とは、一時的に発生する突発自体にのみ限定しますが、 

次ぎの要件、手続きに沿って慎重に判断することを約束します。 

① ｢切迫性｣｢非代替性｣｢一時性｣の三つの要件を満たし、｢緊急やむを得ない場合｣

に該当すると施設全体が判断した場合。 

② 緊急やむを得ず身体拘束を行った場合には、拘束の内容、目的、時間、その際

の利用者の心身の状況、拘束を行った理由を記録し、利用者又は家族の確認を

得るものとします。 

③ 緊急やむを得ず身体拘束を行った場合には、その後の、利用者の日々の心身の

状況などの観察、拘束の必要性や方法に関わる再検討を行い遂次その記録を加

えご家族へ情報をお伝えします。 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１．非常災害対策 

  短期入所サービス提供中に天災その他の災害が発生した場合、職員は利用者の避  

 難など適切な措置を講ずるものとする。また、管理者は日常的に具体的な対処の方 

 法、避難経路及び協力関係機関との連絡方法を確認し、災害時には避難等の指揮を 

 とるものとします。 

  また、非常災害に備え、非常災害に関する具体的計画を立てておくとともに、定 

期的に避難訓練を行うものとします。さらに、非常災害時の関係機関への通報及び 

連携体制を整備し、それらを定期的に職員へ周知します。 

 

１２．感染症対策の強化 

（１）感染症対策の強化 

① 当事業所においては感染症対策の為、委員会の開催、指針の整備、研修の実 

施、訓練（シミュレーション）を実施し、感染症の発生防止に努めるとともに、 

園内感染発生時においては、蔓延防止に努めます。 

  ② 事業所内の感染防止のため、下記の理由により、サービス利用を中止又は延

期させていただく場合があります。 

   ・サービス利用前の健康確認により、発熱、咳、鼻水、倦怠感等の感染が疑わ 

     れる症状が顕著であった場合 

   ・同居者の感染症罹患があった場合 

   ・事業所内で感染が確認され、営業を休止する場合 

（２）感染の発生時における対応 

  ① 当事業所関係者に感染が発生した際は、必要に応じて保健所及びその他の関 

   係機関へ報告を行うとともに、必要な情報提供を行います。 

  ② 感染が発生した際は、感染症マニュアルに沿った対応を行います。 

  ③ 職員の感染状況などにより、最低限の人員によるサービス提供となる場合が 

あり、その際は、受入利用者数の制限やサービス提供時間の短縮、サービス内 

容の一部変更等を行うことがあります。 

（３）その他 

  ① サービス利用中に、熱発やその他感染が疑われる症状が見られた場合は、か 

   かりつけ病院等の医療機関への受診を依頼するとともに、受診の結果、感染症 

の発症やその他療養が必要との診断を受けた場合は、原則、サービス利用を中 

止させていただきます。 

 

１３．第三者評価の実施について 

 当該事業所においては、上記について現段階では検討中であり、実施はしてお 

りません。 

 

 

 

 



令和   年   月   日 

 

指定短期入所生活介護サービスの提供の開始に際し、本書面に基づき重要事項

の説明を行いました。 

 

 

               在宅サービス釧路昭和啓生園老人短期入所施設 

 

                  説明者職氏名             

 

 

 

 私は、本書面に基づいて事業者から重要事項の説明を受け、指定短期入所生活介

護サービスの提供開始に同意しました。  

 

 

                  利用者住所              

 

                  氏   名              

 

 

 

 契約者住所              

 

                  氏   名              

                   

                  続   柄              

                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令和６年８月１日現在 


